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研究成果の概要（和文）：ショウジョウバエの分子遺伝学的手法により、インシュレーターによ

るクロマチン構造調節に関与する因子を同定することに成功した。そのうちの 1因子はクロマ

チンバウンダリーを制御すると考えられているRNA polymeraseのリン酸化を制御することが

判明した。他 2因子はドメイン構造からインシュレーター結合性因子である可能性が推測され

た。 

研究成果の概要（英文）：Novel chromatin regulating factors through insulator are identified 

by Drosophila genetic approach. One novel factor regulates a phosphorylation state of 

RNAPII which connects to chromatin boundary regulations. Other two factors seem to bind 

to insulator DNA sequences directly by considering their domain structures.  

 

交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２０１０年度 1,700,000 510,000 2,210,000 

２０１１年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度    

年度    

  年度    

総 計 3,300,000 990,000 4,290,000 

 
 

研究分野：生物学 

科研費の分科・細目：生物科学・細胞生物学 

キーワード：クロマチン 

 
１．研究開始当初の背景 

生物の発生・分化の過程では、局所的ク

ロマチン構造変換が一過的な特定遺伝子群

の発現変動を制御する。このような局所的

クロマチン構造変換を制御する DNA 配列の

一つに、クロマチンドメインの境界（クロ

マチンバウンダリー）を規定するインシュ

レーターが挙げられる。インシュレーター

のクロマチンバウンダリー制御機構には、

「クロマチン構造変換」、「インシュレータ

ーボディ形成」、「転写反応」の三通りが報

告されている。申請者はこれまでに、イン

シュレーターボディを形成するインシュレ

ーター結合性因子が転写反応に関与する可

能性を見出し、これら既知三機構の協調的

作用によるクロマチンバウンダリー制御機

構の存在が推測された。 
 

２．研究の目的 

本研究課題では予想された既知三機構を

包括するクロマチンバウンダリー調節機構

解明のため、１）既知三機構を繋ぐ未知ク

ロマチンバウンダリー制御因子の分子遺伝
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学的手法による取得、２）取得因子による

既知三機構の調節メカニズムの解析を構想

した。 
 

３．研究の方法 

１）未知クロマチンバウンダリー制御因子

の分子遺伝学的手法による取得 

申請者が確立したインシュレーターのク

ロマチンバウンダリー制御を評価するイン

シュレーターモデルショウジョウバエを用

い、分子遺伝学的探索により未知クロマチ

ンバウンダリー制御因子を取得する。 

２）未知クロマチンバウンダリー制御因子

による三機構の調節メカニズムの解析 

ショウジョウバエ及び培養細胞を用い、

「クロマチン構造変換」、「インシュレータ

ーボディー形成」、「転写反応」の各機構へ

の影響を検討する。 
 
４．研究成果 

これまで行ってきた新規クロマチンバウ

ンダリー制御因子の網羅的スクリーニング

の結果を受け、候補因子について解析を進

めた。候補因子のうち、DEAD box helicase 

domainを持つ新規因子(cg4152)は既知イン

シュレーター結合因子（BEAF32）依存的に

インシュレーターにリクルートされること

、cg4152のノックダウンにより、インシュ

レーター上でのRNA polymerase II(RNAP 

II)のリン酸化状態が変化することが分か

った。得られた結果から、cg4152はBEAF32

を介して、インシュレーター領域でのRNAP 

IIのリン酸化の状態を制御し、クロマチン

バウンダリーを調節することが示唆された

。インシュレーター領域でのRNAP II占有と

クロマチン構造変換の関係を理解する上で

、本研究の価値は高いと考える。ほかに、

DNA結合能を有するZn finger proteinを２

因子（cg4936, cg12942）見出した。これら

因子が直接的にインシュレーターに結合す

る新規インシュレーター結合因子である可

能性が考えられた。今後、この２因子の解

析を通して、クロマチンバウンダリー制御

メカニズムの解明につながると期待された
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